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江戸川学園取手中学 改

い 

メスシリンダー です。 

メスシリンダー 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

④はまったくあわがでなかった。 

 

④のときが完全中和 

Ａ:Ｂ = 30:10 = 3 : 1 

塩酸  水酸化ナトリウム水溶液 

 

②Ａ:Ｂ = 10:30 = 1 : 3 

     水酸化ナトリウムの個体があまるの

で，蒸発皿には「食塩」と「水酸化

ナトリウム」の２種類です。 

したがって「ウ」 

 

         

④は完全中和のときなので， 

 食塩だけが残る。 

 したがって，「イ」 

 

⑤は塩酸だけですから， 

 食塩はできません。 

 したがって，「ア」 

 

A:B が 3:1 になるようにします。 

比例式をつくってもいいのですが， 

 

ここは B は A の
1

3
 なので， 

加える B 液は 

  135×
1

3
＝45 cm3 

 
45 cm3 

②・・ウ ④・・イ  

⑤・・ア 
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A : B = 3 : 1 のとき完全中和 

しますから， 

③で中和に使われた B 液は  

    20×
1

3
 = 6

2

3
 cm3 

20cm3の A 液と 6
2

3
 cm3の B 液は中和に使われてしまったので， 

アルミニウムを溶かすことはできません。 

 

 

溶かすのに使われた B 液は   20－6
2

3
 = 13

1

3
 cm3 

 

この B 液で溶かされたアルミニウムの量は  1.00－0.53＝0.47g 

 

 

ここで，比例式です。 

 0.53g を溶かすのに必要な B 液を△cm3 とすると， 

  

   

 

   

計算が複雑になるので，簡単な比にし

ます。 

0.47 : 0.53 = 47 : 53 

 

53÷47×13
1

3
 = 

53

47
×

40

3
  

=
2120

141
  

= 15.0・・・→ 15cm3 

 

15cm3 



 

 

 

 

 

 

問４より， 

0.47g のアルミニウムを溶かすのに B 液が 13
1

3
cm3必要ですから， 

1.00g のアルミニウムを溶かすのに必要な B 液を△g とすると， 

 問４と同様に， 

 

0.47 : 1.00 = 47 ; 100 

 

 

 

100÷47×13
1

3
 = 

100

47
×

40

3
  

=
4000

141
  

= 28.3・・・→ 28cm3 

 

 

 

28cm3 


